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【校訓】 自主・自愛・自省 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「天を恨まず」 

校長  福 田 英 明 

 ３月１４日、第７８回卒業証書授与式を行いました。朝、一時雪が降りましたが、すぐに止み、雲一つない空
は、卒業生の未来のように気持ちのよい青一色でした。 

 卒業式もとても素晴らしい式でした。式の中で卒業証書を授与するとき、卒業生は全員、私の目をしっかりと
見てお辞儀をしてくれました。名前を呼ばれたときの返事も素晴らしく、義務教育最後の日にふさわしい凛々し
さでした。１・２年生も素晴らしい態度で式に臨んでくれたおかげで、厳かな式となりました。卒業生の式歌も
良かったですし、国歌斉唱、校歌斉唱もよく声が出ていて、気持ちが伝わってきました。全員の気持ちが一つに
なった卒業式で、来賓のみなさんから素晴らしいですねとお褒めの言葉をいただき、校長として大変誇らしい気
持ちになりました。 

 卒業生も、送り出す在校生も、みんなが笑顔になった今年の卒業式。その３日前はあの３月１１日でした。東
日本大震災、あれから１４年が経ちました。子供たちにとって生まれる前の出来事は、歴史上の出来事となって
しまいました。 

 当時、ある卒業式での答辞が全国に感動を与えました。この答辞は被災地の卒業生によるもので、後に文部科
学白書に全文が掲載され、中学生が書いた文章が全文掲載されるのは異例の出来事として話題にもなりました。
以下は抜粋です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普通の人々が織りなすいつものありふれた日常が、人間の力ではどうすることもできない自然という暴力に
よって一瞬にして奪われ、崩れ去っていく絶望感。でも、そんな自然の中で生かされているからこそ、私たちは
日常の「あたりまえ」に感謝しなければなりません。 

  「苦境にあっても、天を恨まず、運命に耐え、助け合って生きていく」、この１フレーズの中に私たち日本人
の真髄が言い表されています。 

  人生は上手くいくことばかりではありません。むしろ、失敗や挫折することの方が多いかもしれません。しか
し、だからこそ、どんな苦しいときにも責任転嫁せず、謙虚に堪え忍び、他の人と助け合いの精神で乗り切って
いけば、必ず運は開けていくと日本人は考えます。一神教のように１人の神が見ているのではなく、お天道様
（天）が見ていると考える日本人は、自らを律する力に長けています。大震災でも略奪が起こること無く列を作
り整然と並び、必要以上に救援物資を受け取らず他の人に回すようお願いする姿は世界に驚かれました。 

  これは、小学校から９年間の義務教育で培われた力だけではなく、地域の方や各ご家庭での教育力の賜と言え
ます。とりわけ、ご家庭での躾などは子どもに大きな影響を与えるものです。卒業式の中でも言いましたが、ど
の子も立派な生徒ばかりの真龍中学校です。ですから、保護者の皆様も私たち教職員もこのような子供たちを育
てたことに誇りを持ちましょう。 

 最後になりましたが、今年度も、本校の教育に関しまして多大なるご理解とご協力をいただきましたことに感
謝申し上げます。次年度もより一層尽力してまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 １年間どうもありがとうございました。 

欠席連絡用 

QRコードです 

※電話連絡の場合は 

８:１０以降に！ 

（略）階上中学校といえば「防災教育」といわれ，内外から高く評価され，十分な訓練もしていた私たちで
した。しかし，自然の猛威の前には，人間の力はあまりにも無力で，私たちから大切なものを容赦なく奪っ

ていきました。天が与えた試練というには，むごすぎるものでした。つらくて，悔しくてたまりません。  時計の針は十四時四十六分を指したままです。でも時は確実に流れています。生かされた者として，顔を
上げ，常に思いやりの心を持ち，強く，正しく，たくましく生きていかなければなりません。  命の重さを知るには大きすぎる代償でした。しかし，苦境にあっても，天を恨まず，運命に耐え，助け合
って生きていくことが，これからの私たちの使命です。  私たちは今，それぞれの新しい人生の一歩を踏み出します。どこにいても，何をしていようとも，この地
で，仲間と共有した時を忘れず，宝物として生きていきます。  後輩の皆さん，階上中学校で過ごす「あたりまえ」に思える日々や友達が，いかに貴重なものかを考え，
いとおしんで過ごしてください。先生方，親身のご指導，ありがとうございました。先生方が，いかに私た
ちを思ってくださっていたか，今になってよく分かります。（略） 
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全校集会①（１時間目・初め）対面式（１時間目残り～２時間目）
学級組織決め（３時間目）　部活動見学スタート（～１４日）
ALT

着任式・前期始業式

入学式

0

0

部活動休止(テスト前）

身体測定（５時間目・ジャージ登校）

前期専門委員会①(計画)

バス通学生指導(昼)　　自転車通学指導(放課後)

0

学力テスト(全学年)

ＡＬＴ

議案書審議

0

全国学力学習状況調査（３年生・生徒質問紙・理科）

前期専門委員会②

内科検診（３年生・１２：４５～・ジャージ登校）

部活動発会式

ＡＬＴ

授業参観日①（１時間目）　 PTA総会(2時間目)

学級懇談会・修学旅行保護者説明会（３時間目）

各部活動保護者説明会(４時間目) 　ALT　定時退勤日

部活動休止

全国学力学習状況調査（３年生・国語・数学）

尿検査一次（１・２年生)

図書館バス

0

0

24

三者面談・二者面談③

内科検診（１年生・１２：４５～・ジャージ登校）

三者面談・二者面談①

尿検査一次(３年生)

ＡＬＴ

三者面談・二者面談⑤

23

三者面談・二者面談②

内科検診（２年生・１２：４５～・ジャージ登校）

26

春季大会（バスケットボール）

スポーツデポ杯(陸上)

25

前期生徒総会

三者面談・二者面談④

ＡＬＴ

8

9

10

11

12

13

春季大会（バスケットボール）

春季大会（バドミントン）

三者面談・二者面談⑥

昭和の日
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20

21

22

30

29

27

28

14

15

16

17
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１：着任式 始業式

２・３：学級開き等

４：会場設営作業

５：入学式

６：会場撤去作業

（小学校入学式）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３月１４日（金）、３２名の卒業生が真龍中学校を巣立っていきました。９年間の義務教育を終え、自らの足で社

会へ一歩踏み出しました。これからの活躍を心から期待しています。見送る在校生の姿も大変立派でした。真龍中

学校の良き伝統が受け継がれた瞬間でした。 

 

 

 

 ３月６日（木）、１１日（火）に、３年生と１・２年生によるバレーボール

対決を行いました。真剣勝負を楽しみながら、良い思い出を作ることができ

ました。３年生対先生チームの対決も、大変盛り上がりました。 

3年生を送るスポーツ大会 

第７８回卒業証書授与式 

 

 

 

【作品応募】 

第 39回全道中学生 

税をテーマとしたポスター募集 

２A 白幡 千佳  

北海道釧路総合振興局長賞 

【八城 雅彦 教諭】標茶町立虹別小学校教頭へ昇任 

とても素直でかわいい生徒たちと素晴らしい教職員と過ごした
４年間でした。この歳で、卒業生を出させていただいたことも良い
思い出になりました。教員人生の中で、最も充実した日々でした。
保護者の方や地域の方にも感謝しています。本当にありがとうござ
いました。 

【村上 仁美 教諭】浜中町立浜中中学校へ 

真龍中学校では、5年間お世話になりました。素直で明るい生徒
が多く、毎日楽しく授業をすることができました。これもひとえに
生徒の皆さん、保護者の皆様に支えられたおかげです。温かいご理
解とご協力を誠にありがとうございました。これからも皆さんのご
活躍を応援しています。 

【竹田 昂介 教諭】名寄市立名寄中学校へ 

５年間お世話になりました。素直な生徒の皆さんの頑張りや成長
を間近で見守ることができ、とても幸せでした。また、保護者の皆
さまにも温かく支えていただきました。心より感謝申し上げます。
ここでの学びや思い出を胸に、新天地でも励んでいきます。本当に
ありがとうございました。 

【三上 洋華 栄養教諭】標茶町立標茶小学校へ 

町内の皆様からいただいた「おいしかった」の声は宝物です。地
域の皆様にも支えていただき、厚岸町の素晴らしい食材を使ったお
いしい給食を届けることができました。感謝の気持ちでいっぱいで
す。厚岸町で学んだことを今後の給食づくりや食育にも生かしてい
きます。４年間、ありがとうございました。 

【加藤  豊 事務主幹】釧路市立鳥取小学校へ 

伝統ある真龍中学校の素晴らしい環境で、３年間勤務することが

でき、数多くの貴重な経験をさせていただいたことに感謝していま

す。ありがとうございました。 

真中生の活躍！ 

【渡邊  清 公務補】退職 

 子供たちの笑顔をからたくさんの元気をもらいながら、充実した

毎日を過ごすことができました。7か月という短い期間でしたが、

大変お世話になりました。 


